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昨
年
２
月
に
連
携
協
定
を

結
ん
だ
都
立
大
田
桜
台
高
校

の
２
年
生
約
１
２
０
人
が
７

月
１４
日
、「
１
日
体
験
入
学
」

で
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

た
。
同
校
は
昨
年
４
月
に
開

校
し
た
進
学
型
専
門
高
校
で

長
船
孝
明
校
長
は
本
学
Ｏ
Ｂ

（
昭
５３
商
）
。
生
徒
た
ち
は

瀬
下
博
之
商
学
部
教
授

の
「
知
っ
て
お
き
た

い
金
融
取
引
」
を
聴

講
し
た
後
、
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
を
行
っ

た
。
当
日
は
長
船
校

長
の
ほ
か
、
同
じ
く
卒
業

生
の
大
木
康
吉
教
諭
（
平

６
商
）
、
重
石
三
知
恵
教

諭（
平
６
商
）も
引
率
者
と

し
て
来
校
し
た
。

花
王
㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
様

㈱
ク
リ
マ
テ
ッ
ク
様

専
修
大
学
校
友
会
不
動
産
建
設
黒

門
会
様

㈱
ニ
ュ
ー
ピ
ー
ア
ー
ル
様

稲
田

憲
貞
様

金
久
保
真
澄
様

金
子

英
夫
様

清
水

勝
行
様

菅
原

修
様

角

厚
志
様

中
村

清
様

西
井

桜
子
様

最
上

和
人
様

江
頭

和
秀
様

小
那
覇
安
隆
様


西

実
様

金
井

幹
夫
様

熊
谷

安
枝
様

佐
々
木
義
夫
様

高
橋

宏
様

武
田

史
郎
様

永
田

弘
明
様

中
谷

豊
様

早
川

幸
夫
様

福
地

潔
様

牧
野
仙
以
知
様

村
石

明
男
様

相
澤

弘
明
様

青
木

和
之
様

石
出

宗
岳
様

磯
部

朗
様

伊
藤

薫
様

今
井

實
子
様

内
山

久
和
様

梅
森

勤
一
様

榎
田

寛
明
様

遠
藤

直
良
様

大
井

博
行
様

大
柳

晃
様

岡
田

豊
様

金
成

邦
寛
様

神
山

欣
也
様

栗
原

和
信
様

郷
原

薫
様

齊
藤

眞
二
様

坂
口
い
づ
み
様

佐
々
木
儀
幸
様

佐
藤

一
男
様

佐
藤

幸
一
様

志
村

亨
様

菅
間

義
弘
様

鈴
木

俊
夫
様

鈴
木

義
信
様

角
谷

克
己
様

曽
宮

時
子
様

平
良

盛
和
様

高
木

敬
二
様

高
木

健
二
様

高
橋

栄
子
様

竹
山

宜
典
様

田
中

章
様

田
中

康
信
様

富
樫

史
様

野
口

正
之
様

花
倉

渉
淳
様

樋
口

眞
一
様

平
島

安
則
様

本
堂

力
三
様

溝
淵

真
人
様

宮
本

裕
行
様

山
口

晃
様

山
田
正
三
門
様

横
山

雅
弘
様

学
校
法
人
専
修
大
学
は
、
教
育
研
究
環
境
の
整
備
拡

充
を
目
指
し
、さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を
期
す
た
め「
専

修
大
学
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
」
を
設
け
て
、

広
く
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

寄
付
金
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
「
専
修

大
学
募
金
局
」
☎
０３
（
３
２
６
５
）
３
１
５
７
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

夏
期
休
暇
中
に
海
外
留
学

や
研
修
を
予
定
し
て
い
る
学

生
を
対
象
に
「
海
外
安
全
セ

ミ
ナ
ー
」
が
７
月
２４
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、

約
８０
人
が
参
加
し
た
∥
写

真
。講

師
の
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
海
外

学
生
安
全
対
策
協
議
会
理
事

の
服
部
誠
氏
は
、
「
学
生
時

代
に
海
外
研
修
を
経
験
す
る

こ
と
は
、
価
値
観
を
変
え
る

貴
重
な
こ
と
。
目
的
を

安
全
に
達
成
で
き
る
よ

う
に
、
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
「
犯
罪
（
銃

・
麻
薬
）、自
然
災
害
、

国
際
テ
ロ
」
と
い
っ
た
想
定

さ
れ
る
危
機
の
事
例
を
紹

介
。
ケ
ー
ス
ご
と
に
学
生
自

身
に
対
策
を
考
え
さ
せ
な
が

ら
、
危
機
回
避
の
行
動
三
原

則
（
目
立
た
な
い
、
行
動
を

パ
タ
ー
ン
化
し
な
い
、
常
に

用
心
を
怠
ら
な
い
）
や
情
報

収
集
の
仕
方
を
伝
え
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
海

外
で
の
ル
ー
ル
を
知
ら
ず

に
、
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
年
々
増
え
て
い

る
。
ブ
ラ
ン
ド
物
を
も
っ
て

い
る
だ
け
で
、
狙
わ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
『
今
の
』
海

外
情
勢
を
正
し
く
把
握
し

て
、
自
分
の
安
全
は
自
分
で

守
る
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

２
０
１
０
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
語
・
社
会

知
性
開
発
・
中
国
語
・
フ
ラ

ン
ス
語
の
各
コ
ー
ス
で
い
ず

れ
も
後
期
）
の
留
学
生
に
７

人
が
決
ま
っ
た
∥
写
真
。

留
学
先
と
派
遣
期
間
、
留

学
生
の
氏
名
は
以
下
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン

カ
ー
ン
校
（
ア
メ
リ
カ
・
８

月
下
旬
～
１２
月
中
旬
）
▽
渡

邊
三
鶴
（
文
３
）
▽
円
谷
成

美
（
同
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
８
月
下
旬

～
１２
月
中
旬
）
▽
井
上
崇（
経

営
３
）
▽
松
浦
佳
祐（
文
４
）

●
上
海
大
学（
中
国
・
８
月

下
旬
～
２
０
１
１
年
１
月
中

旬
）
▽
杉
田
太
海（
経
済
３
）

▽
荻
窪
佐
耶
佳
（
経
済
２
）

●
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
・
リ
ヨ

ン
第
２
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
・

９
月
上
旬
～
１２
月
下
旬
）
▽

浅
香
菜
月
（
商
３
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
向
け

た
「
必
勝
講
座
」
が
７
月
２７

日
、
５２
人
が
参
加
し
て
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
∥

写
真
。

講
師
は
在
学
中
に
起
業
し

た
尾
島
康
仁
さ
ん

（

㈲

m
o
d
e‐
D
u
o

代
表
取
締
役
∥

平
１９
ネ
ッ
ト
情
報
）。

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
員
の
観

点
か
ら
、
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
事
業
計
画
・
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
具
体
例

を
示
し
、
「
審
査
員
を
説
得

で
き
る
事
業
計
画
を
作
る
に

は
徹
底
し
た
市
場
調
査
と
根

拠
の
あ
る
収
支
計
画
が
重

要
」と
語
り
、学
生
か
ら
の
積

極
的
な
質
問
に
回
答
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
の
詳
細

は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

◆
対
象

懸
賞
論
文
∥
本
学

学
生
（
大
学
院
生
不
可
）、文

芸
作
品
∥
本
学
学
生
お
よ
び

大
学
院
生
◆
提
出
期
間

９

月
２１
日
～
２８
日
◆
提
出
先


学
生
生
活
課
（
神
田
・
生

田
）
、
二
部
事
務
課
◆
発
表


１１
月
中
旬

学
生
生
活
課

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
）

学
生
部
の
「
２
０
１
０
年

度
前
期
海
外
研
修
・
国
際
交

流
奨
励
制
度
」
に
よ
る
奨
励

生
に
３
人
と
２
団
体
が
選
ば

れ
た
。
氏
名
と
渡
航
目
的
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

【
個
人
】
▽
鈴
木
俊
良（
経

済
３
）「
中
国
・
雲
南
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
の
た

め
の
現
地
視
察
及

び
調
査
」
▽
小
山

恵
（
法
３
）「
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
研
究
と
忠
清
大
学
の

学
生
と
の
交
流
」
▽
黒
澤
悠

（
経
営
４
）「
イ
ギ
リ
ス
小
売

業
の
調
査
」

【
団
体
】
▽
奥
原
梢
・
中

村
梨
乃
（
以
上
、
商
３
）「
ネ

パ
ー
ル
現
地
で
の
子
供
と
の

交
流
お
よ
び
現
地
の

小
学
校
の
先
生
と
と

も
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
▽
北
澤
万
里
奈

・
石
川
南
・
大
村
望

（
以
上
、
文
４
）「
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
日

本
マ
ン
ガ
ブ
ー
ム
の

研
究
」

※
後
期
の
募
集
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載

協
定
校
の
神
奈
川
県
立
百

合
丘
高
校（
安
藤
晴
敏
校
長
）

で
、
教
員
を
目
指
す
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
員
が
コ
ー
チ
と
い

う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
∥
写
真
。
専

大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
長
の
大
津

智
世
さ
ん
（
経
営
３
）
が
取

材
し
た
。

百
合
丘
高
校
か
ら
の

依
頼
で
コ
ー
チ
を
務
め
て
い

る
の
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
主

務
の
上
田
恵
里
加
さ
ん
（
文

３
・
昭
和
学
園
高
）
。
教
職
課

程
を
履
修
し
て
い
る
上
田
さ

ん
は
、
来
年
の
教
育
実
習
の

前
に
少
し
で
も
生
徒
た
ち
と

触
れ
合
う
経
験
を
持
ち
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
協
力
を
申

し
出
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
は
男

女
合
わ
せ
て
１４
人
。
４
月
に

行
わ
れ
た
関
東
高
等
学
校
大

会
の
川
崎
地
区
予
選
で
準
優

勝
す
る
な
ど
優
秀
な
戦
績
を

収
め
て
い
る
。
代
表
顧
問
の

小
林
恒
彦
先
生
が
「
強
さ
を

求
め
る
だ
け
で
な
く
、
楽
し

み
な
が
ら
部
活
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
す
よ
う

に
、
取
材
日
も
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
練

習
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。

練
習
に
参
加
し
て
か
ら
約

１
カ
月
の
上
田
さ
ん
は
「
み

な
さ
ん
素
直
で
、
本
当
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
好
き
な
ん
だ

な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
真
剣
な
姿
勢
に
同
じ
選

手
と
し
て
刺
激
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。時
間
の
許
す
限
り
、

積
極
的
に
教
え
に
行
き
た

い
」と
話
し
て
い
る
。同
部
部

長
の
藤
原
侑
未
さ
ん
（
２
年

生
）は「
上
田
コ
ー
チ
が
来
て

か
ら
、
み
な
集
中
し
て
練
習

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、

部
の
雰
囲
気
も
変
わ
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
技
術
を
吸
収

し
て
、
も
っ
と
上
位
に
行
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
た
。
高
大
連
携

協
定
校
と
い
う
つ
な
が
り
で

現
役
の
大
学
生
選
手
が
直
接

指
導
し
て
く
れ
る
こ
と
は
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
先
生

方
か
ら
も
好
評
の
よ
う
だ
。

上
田
さ
ん
も
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
員
た
ち
も
目
標
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

企
業
の
採
用
活
動
の
早

期
化
で
厳
し
い
就
職
活
動

が
長
く
続
い
た
が
、
よ
う

や
く
夏
休
み
直
前
に
な
っ

て
就
職
活
動
も
一
段
落
し

た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
ゼ
ミ
に

は
内
定
の
朗
報

が
続
々
と
届
き

始
め
る
一

方

で
、
内
定
学
生

を
横
目
に
暑
い

中
、
ス
ー
ツ
姿

で
頑
張
っ
て
い

る
、
い
ま
だ
就

活
中
の
学
生
が

多
数
い
る
こ
と

も
事
実
で

あ

る
。そ

こ
で
。
い
ま
だ
就
活

中
の
皆
さ
ん
に
、
就
活
で

明
暗
を
分
け
る
こ
の
時
期

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
と
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
思
う
。

ま
ず
就
活
で
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
。
早
期
化
・
長
期

化
で
疲
れ
が
た
ま
り
始
め

て
、
時
に
は
暗
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
あ

き
ら
め
た
ら
、
そ
こ
で
試

合
終
了
だ
。
さ
ら
に
友
達

や
ゼ
ミ
の
先
生
に
相
談
し

て
、
元
気
を
維
持
す
る
こ

と
も
大
事
だ
。
意
欲
の
高

い
仲
間
と
一
緒
に
い
る
と

元
気
が
出
る
も
の
。
ま
た

先
生
か
ら
思
い
が
け
な
い

チ
ャ
ン
ス
を
得
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
し
て
選
考
の

前
日
は
ゆ
っ
く
り
寝
て
、

朝
起
き
た
ら
手
帳
に
書
き

た貯
め
た
元
気
の
出
る
言
葉

を
読
み
上
げ
て
み
よ
う
。

同
時
に
元
気
の
出
る
ノ
リ

の
よ
い
曲
を
聴
い
て
面
接

に
臨
む
の
も
一
考
で
あ

る
。最

後
に
、
勝
負
面
接
で

は
、
前
日
に
あ
こ
が
れ
の

会
社
の
ロ
ビ
ー
に
座
っ
て

行
き
交
う
社
員
を
眺
め
て

み
よ
う
（
中
に
入
れ
な
い

な
ら
ば
、
会
社
の
周
辺
を

歩
い
て
み
よ
う
）
。
き
っ

と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
わ
い
て
く
る
は
ず
。

そ
し
て
面
接
直
前
は
、
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
を
頼
ん
で
臨
戦
態

勢
を
整
え
れ
ば
内
定
は
も

う
す
ぐ
だ
。
要
は
前
向
き

な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

だ
。
も
し
不
合
格
で
あ
れ

ば
反
省
は
太
く
短
く
、
就

活
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
、

最
後
ま
で
元
気
に
戦
い
抜

い
て
ほ
し
い
。（

学
生
部
）

２０１０年４月１日～６月３０日

高大連携

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
主
務
の
上
田
さ
ん

県
立
百
合
丘
高
校
で

貴
重
な
コ
ー
チ
経
験

▲ 校名を「専修大学」と改称し

たころの正門（大正初期）

１０
年
度
前
期
海
外

研
修
・
国
際
交
流
奨
励
生

◇
２
０
１
０
年
度
新
入
生
父
母

▲ 学生部次長の齋藤実経営学部准

教授（右端）と奨励生の皆さん

就活疲れを吹き飛ばし

最後まで元気に戦い抜こう

◇
校
友
・
一
般
篤
志
家
・
教
職
員

ほ
か

卒
業
生
、起
業
家
の
尾
島
さ
ん
が
講
義

◇
在
学
生
父
母

懸
賞
論
文
・
文
芸

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
し
て
み
よ
う


正正
しし
いい
知知
識識
でで

安安
全全
にに

海海
外外
研研
修修
をを

（４）２０１０年（平成２２年）８月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７９号


